
資料１－１ 

JR 松橋駅利用者アンケート調査結果について 

 

１ 調査概要 

・調査日時 平成２８年１１月９日（水）午前６時～午後４時 

・配布枚数 １，０００枚 

・回収枚数   ２４４枚 

・その他  宇城市社会資本総合整備計画の事後効果分析の一環として 

実施 

 

２ 調査結果について 資料１－２及び資料２のとおり 

  【概要】 

  ・松橋駅利用者の JR 利用区間はほとんどが熊本 (43.9%)。次いで新水前寺

(7%)、水前寺(5.3%)、八代(4.9%)、博多(4.5%)。 

・駅までの交通手段は「自転車」「自家用車（送迎）」「徒歩」「自家用車（運

転）」の４つで約 90%を占める。 

  ・利用者の行政区（校区）は、松橋(17%)、御領(5.9%)、曲野(4.5%)と松橋

校区が多い。 

・駅の利用目的は「通学」「通勤」がほぼ同数かつ 83%以上を占める。 

  ・満足度の低い項目（３点が普通） 

① 自転車・バイクなどの二輪車の駐輪のしやすさ(2.6 点) 

② 待合機能やその他休憩施設(3.0 点) 

③ 自家用車の駐車、乗り継ぎのしやすさ(3.2 点) 

  ・重要だと思う項目 

① 自転車・バイクなどの二輪車の駐輪のしやすさ(18.5%) 

② 歩行者にとって安全・安心な道路の整備等(14.5%) 

③ 駅舎・駅前広場のバリアフリー化(13.3%) 

  ・駅にあればよいと思う施設・機能（重要と思う施設も同様） 

① 売店(57.4%)、② 待合所・休憩所(54.2%)、③銀行 ATM(41.0%) 

以 上  


